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変化がみられたタンパク質について Pathway analysisを行った。 
プロテオーム解析により舌下免疫療法関連タンパク質として ApoA-IV が検出されたた
め、スギ花粉症患者由来の好塩基球を用いて ApoA-IV添加によるヒスタミン遊離率の検討、
および、ApoA-IV knockout マウスを用いたアレルギー反応に対する APOA-IV の機能解
析を行った。スギ花粉症患者の末梢血単核球より分離した好塩基球をスギ花粉エキス
Cryj1 のみを添加して培養した場合と、スギ花粉エキス Cryj1 に加えてリコンビナント
ApoA-IV を添加して培養した場合のヒスタミン遊離率を測定した。また、ApoA-IV 
knockoutマウスおよび wild typeマウスを用いてアレルギー性鼻炎を誘発させた後、症状
（くしゃみ、鼻搔き）、血清総 IgE、血清 OVA 特異的 IgE、サイトカイン定量および発現
  
解析、鼻組織における好酸球の浸潤を評価し、両群の比較を行った。 
最後にHuman recombinant ApoA-IVの精製を行った。Human recombinant ApoA-IV
を大腸菌で効率的に発現させるために、ヒトApoA-IV配列の最適化を行った後にApoA-IV










パク質として、Acidic complement component 4 (C4A)、ApoA-IV、Transthyretin (TTR)
が確認された。また Pathway analysis によりこれら３つのタンパク質は共通の転写因子
であるHNF4Aによって制御されていることが示唆された。さらに、これらのタンパク質






しゃみ、鼻掻き）について ApoA-IV knockout マウス群において有意に多く誘発されているという























定した。Apo-AIV はヒスタミン遊離抑制作用があり、in vivo の実験においても症状緩和
に関連していることが示唆された。 
 
